
説 明 資 料 

時代に即した国勢調査の実施手法の在り方 
 

～平成27年国勢調査の実施に向けて～ 
 

平成26年11月14日 
 

総務省統計局 



○ オンライン調査の全国展開とスマートフォンに対応したシステムの構築 

○ オンライン調査を推進するため、紙の調査票の配布に先行してオンライン調査を実施 
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平成27年国勢調査について 

○ 国勢調査は、国の最も基本的で重要な統計調査として、我が国に居住する全ての人を対象として実施 
  大正９年（1920年）から５年毎に実施され、平成27年調査（2015年）は20回目となる。 
○ 調 査 日：平成27年10月１日（木） 午前零時現在 
○ 調査項目：男女の別、出生の年月、就業状態、世帯の種類、住居の種類など16項目 
       ※国連統計委員会の勧告等に基づいた調査事項となっている 

国勢調査の概要 

○ 衆議院小選挙区の画定、地方交付税の交付額の算定、過疎地域の要件など、「法定人口」として利用 

○ 内閣の重要課題である地方創生や少子高齢化対策など人口減少社会の基礎データとして、最新の人口 

 推計や将来人口推計を作成するための基準となる人口情報を提供 

○ 国・地方自治体、小地域（町字等）単位で、あらゆる施策の基盤となる人口、世帯、就業の状況等の 

 基礎的統計情報を提供 

○ 各種標本統計調査（労働力調査や家計調査等）を実施するための抽出フレームを提供 など 

 国勢調査の主な役割 

平成27年国勢調査の見直しのポイント 

インターネット
回答用ＩＤ等を
世帯に配布

調査票を
配布 調査員又は郵送提出

パソコンやスマホから
インターネット回答

インターネット回答の
なかった世帯のみ

回答完了

回答完了



調査対象者ＩＤ１２桁には市区町村コード、調査
区番号、世帯番号を暗号化して埋込み。 
⇒ｵﾝﾗｲﾝ提出した世帯をシステムから認知し、 
 ｵﾝﾗｲﾝ提出のない世帯に紙の調査票を配布。 

平成27年国勢調査オンライン 調査票（イメージ） 
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入力内容漏れや整合性などのチェックを自動で 
行うことにより、調査結果の不詳、誤りを削減。 

ＰＣ版 

回答入力画面 
（氏名及び男女の別） 

ログイン画面 トップ画面 

スマホ版 

スマートフォンに対応した画面設計 

ＰＣ版とスマホ版の画面表示は、システムが 
自動的に判断 

スマホ版の場合、ＱＲコードからのアクセスも 
可能 
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試験調査の実施状況 

 

 
 平成24年 １次試験調査   6.5％（並行方式） 

               25.3％（先行方式） 
       ・全国の約18,000世帯を対象      
  
 平成25年 ２次試験調査  23.3％（先行方式） 
       ・全国の約8,000世帯を対象          
 
 平成26年 ３次試験調査  34.0％（先行方式） 
        ・県庁所在市、政令市の約23,000世帯を対象 
        ・都市部を対象としており、オンライン回収率は 
         高くなる傾向 

 
 ※平成22年調査におけるオンライン調査の試行 
  東京都のみで実施 オンライン回答率8.3％ （並行方式） 
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今後の主な予定 

 

平成26年 
 

○ 10月1日    平成27年国勢調査実施本部（総務省）の発足 
          
         地方自治体において順次、実施本部を整備 
 
○ 10月20日  調査計画について統計委員会から総務大臣に答申 

 
               国、地方自治体における調査の具体的準備 
                調査広報の実施 等 

平成27年 
 

○ ７月～８月 国勢調査指導員、国勢調査員の任命 
 
○ 10月1日    平成27年国勢調査の実施（基準日） 
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